
Title 189OsにおけるNEETの研究

Author(s) 荒川, 隆一

Citation 大阪大学, 1976, 博士論文

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/2822

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



氏名 (本総)

学位の種類

学位 記 番号

学位授与の日付 昭 和 51年 3月25日

学位授与の要件 理学研究科無機及び物理化学専攻

学{立規則第5粂第 u頁該当

学位論文題目 1日 Osにおける NEETの研究

-{ 2} 

桂川村 崖
も、"

理 ム守ぅ三 博 土

第 3 5 4 0 ヲロ7 

論文審査委員 (主査)
教授音在清輝
(副査)
教授 池田重良教授千原秀昭教段森田正人

論文内容の要旨

電子線やX線の照射などにより，核外電子軌道に孔を空けて原子を励起した場合，x線放出やAu
ger電子放出の他に軌道電子遷移による原子核の励起という第3の励起解消の可能性が先に森田教授

によって理論的に指摘された。この現象は NEET(Nuc/ear Excitation by Electron Y.γansition} と呼

ばれる。これは軌道電子の遷移エネルギーが原子核の励起エキ、ルギーに転化される現象であり，通常

NEETの起る確率が非常に小さいため検出は悶難である。しかしながら特別の条件を原子被と軌道電

子が満たす時，NEET確率が大きくなり検出可能となる。その条件とは電子と核の両遷移を比較し

た時に， (1)スピン ・パリティの保存則の嬰請により共通の maWpolα円仰を持つこと，及び121励起工不

ルギーがほぼ等しい事である。

音在等は，このJ:，i，を考慮LてNEET条件を満足し，かっ放射化学的に総出が可能である励起準位
をもっ絞種と Lて18905を選ぴ，これに電子線を照射Lて誘起された 18905の飲射能を検出すること

によって，予備的に NEET現象の存在を線めた。

本研究では， 111ftn射電子エネルギーの絶対isJj定，121 Thin T，αγget 照射を行うための Os試料の調製，

131照射ビーム電流の安定化等の改良を加えることによって，より信頼でき絶対化された 1890smの生

成励起関数を測定l，NEET確率 p=6 XlQ-7なる値を得た。その結果，励起関数のしきい値，形，

大きさから NEET現象の検証を行い， NEET理論中の種々のパラメーターの値を推定した。Osの電

子照射実験で 189 05聞 を生成する ~Jjの競争機精としてクーロン励起が考えられるが，この影響は計

算によって無視することができた。

内

3



論文の審査結果の要旨

原子の電子殻に孔が空いて原子が励起されたとき， X線やオージエ電子の放出の他に原子核励起に

よっても失活する可能性があることが森田によって理論的に指摘され，音在らによって 18905におい

て放射化学的に検証された O 本研究は上記実験を改良することにより 18905においてこの現象(電子

遷移による核励起，Nuc lear Exc itαtion by Electron Transition， NEET)を定量的に研究したものであ

るO 実験は 05に電子を照射して K-holestαteを作り， NEETにより生ずる 18905の7o-keV準位か
ら出来る 18905mの内部転換電子からなる放射能を低バックグランドGM計数器で測定することによ

って 18905m生成断面積を知るという方法で行われた。技術的には， 05の良いターゲットをうるた

めに初めて 05の電気メッキ法を開発したことはかなりの利用価値を持つものと認められる D また照

射装置の製作や電子エネルギーの標定において相当な努力が認められる O えられた励起関数のしきい

値や形から 18905における NEET現象が再確認され，また NEET確率として 5.6X 10-7なる値がえ

られ，それを基にして NEET理論中の各種パラメータの値が推定された O

これを要するに本研究は 18905を材料として NEET確率以下の NEET理論中のパラメータの値を

初めて明かにしたもので，理学博士の学位論文として十分価値があると認められる O
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